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楓蠶及桑蠶繭層の化學的組成

（第二報：桑蠶繭のアミノ酸組成）

井上柳梧

松浦彰義

田上忠義

On the chemical constitution of the cocoon silk of Eriogyma pyretorum and 

Theophila mandarina. 

II. Amino acid composition of the cocoon-silk of 

Theophila mandarina.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　著者擦は本融笛9巻第3號に於て、第一報ミして楓盤及桑獄σ）繭騰の一一般化學的維成に就き

て嚢表せり。興後桑獄の繭暦のアtノ酸糾成に就きて研究し・些大膿を知るユ1罫を得たるを以て

玖ぎ㌧に叙述する那ざする。

　本研究に於ては繭騰を硫酸を以で金加水分解を行ひたる後・エステル法によりてアミノ酸を

分離し、後更に興浸出及び蒸溜獲流よりパルif“　・一ル」気法によりて銅鞭εして残留アミノ酸類を

分離し1典雨者のアミノ酸の和を求めて金アミノ酸の叢罠したQ

　樹本實験の原料は笛一報ε同膿のものである。

　　　　　　　　　　　　　　1試　　　験　　　浩

　桑慧繭を切開し、蝋其他の汚蒋物を除きて得たる繭暦4509（1陀物εして40S・659）を探1）25錫

11，SO、ユ．5立を加へて逆瀟合却装置を附し、2111．｝・｝｝膜：加水分解を行ひBi・磁働馳呈さ“．る

迄に到らしめたo

　加水分解終了後は是を濾過し’c不溶解物を分つ。而して不溶解物はNiuhydrinの反慮なき

　餓綜墨難徽　　第＋巻　策二號　　1937
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迄再三蒸溜水にて洗｛條す‘、斯くして濾液S洗；錐液ミを合し、是に1．軌（011）鰐ゐli［⊆阻取溶液を加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
へて轟SO擁・除去す。1りFくしてH，　Sσ1副；負去せる加衣か解液（ljl是iL－it“濃縮し，1、1；液放置し

てTyrOsiUeを析川せしめ；1：りo窪汐r（屈11¢’［t，除洩たるアミノ酸混f＞液は是な・儀厘1℃二て蒸溜しナ．二

る後、演1財kEthyl　ale，（／）h｛：）1を加へ・、ノ睦に頭奪水（7）：FrCl・9a呂　なつ乏αじて鉋1禰せし”／et／：♪：1・：t／h．yl　estlvv［1瀬

酸鞭ざなす。斯くして得ナこるアミノ酸のエチール：1：ステル鞭酸鞭溶液｛よ是：を40℃↓1よ下hぐ遁憩空

蒸溜に依りて濃縮しナニる後放置し、GlycOe（）II－ethyl・e尽亡er　i纒酸纒の針li犬結晶在析川せしめ批の

である。

　Glycocol1－ethy1－e3tしlr（Z）鞭酸；鞭を分ちたる・isJt液1よ、再三抵111奪にて淋ll留して1潮1駿を’li．｝来得る丈

け除き、最後に舎利別状ざなし、是に苛蝦i薄癒及（ド炭酸加里を加へ”Cアミノ酸濫ステルを’游離

せしめ、是を聡therに”C激悶浸i出してアミノ酸の”lrlt｝）sr1砺te1，・ンセ》1雛せしδゲC：妊を次の姐く

分別蒸溜をなす。

分・　別　 蒸　 溜　 槻

Jl“raeti【〕u　　　I

F1’actic】u　　　聾

Z？ractiol1　　　頂

FI・llct｛Qn　　　I　V

d

加熱．駿概

湯　　浴

　〃

〃

汕　　浴

蒸溜時間

9汀分

50

蛎

　溜．　　　　凌　　　　　　　　アミ！酸　 アミノ酸

』舞溜．翻蕎溜襟耳匹1」競箭當酬燃

60℃

100

1eo

1GO

tt，7’Sc

’72

78

s2

．1　：t：n．mb

：【．2

2

2

　　　　
75．9⑪．r，　　1書・IJ3碑写

　　　i
．、1．o．ξ｝昌　1　2｛｝．91｝7

　　　1
：1．1’s・051　雄・71お

　　　ヒ
1．6，01，　i　　諺．1：｝O

　　　i

　斯くの如く．にして得たる・各蒸溜薩中Fr削tk〕h　Lπ及IIIは水を加1へ逆流冷却装澱ルi；付し，

A工kali性を羅せ・ざる迄り1！水分解を行ひ濃縮しb・分別結品12そに依り取lu‘三i脹，，　AI是ml恥を分離せ

り。Fraetiく｝111Vは水を加へて振盤し、乳白化したる液に］｛t｝1Q血を加へli仁三浸出し、盗｝h｛，寛1yl・

alaniueを分離せり。自IJちPhellyl－alauil1く三の］ヨtll醍溶液は低1罐低腿にて’」遣　thictrを蒸獲せしめ

次いでCOU．　IIC1を加へて蒸獲し・、鞭酸鞭εして宗lll晶せしめたり。叉Phelly1・ah田1恥をユlltht・r

移行に依りて分離したる幾りの水灘液は嵐（（二）1．ir）L・の自包和水溶液を加へて逆流冷却襲践を附ts

加水分解を行ひb次に：H2　SO4を加へてllaを除去し、興の溶液に1よ無次のAI（，oh｛，1を翻へ蒸

褒し水分を除去せしめ、／il　’q　Pガolh騰を分離し、後水に溶かし分別結晶法に依ξブC　Asparti（lt

aeid及びSeriueを分離せり。

　禽ほFvactioi’i　l、　K及11［よりの1）rolineの分都iは∬raet言0111Vの場合5｝i〒｝楼無水のAlel｝11禧

に依りて是を行ひナこりO

御ほ上記の如くi£・1’if〔加氏のエステル法に伽て1腋る限卿繍：伽・ミ・酸ン糠し、

残れるものを翼にパルチー一一ル氏財）銅…鞭に依るアミノ酸の分難法に依りlll揺己のアミノ酸を分離し

起る残液物に就いて延にアミノ酸分離を試みたり。師ち水酸化針i“Cu（《二｝：H逼を加’、℃アミノ酸

全蔀を銅鞭こなし・水に可溶性銅鰹ε不瀞姥園司i総ミに分離すc不瀞1ピii銅1濾二はL♪撫1蝋業｝hい…ly1－

alanine及び鵡l」1㌃而C　aeid等含まれ、水溶｛霊銅i｛襲にはAhmi11“，　GIu無！uie：tct三d，：1掘：idiitv．及

びGly・…H等餌る・ll曙不熔性銅鞭は是1こSf，1・1・9・曲題じて銅を1；掃B・・（OH）、齢1瀞液

にでAlkali性ミなしt　l）5％Alc（》hf｝1を加へ・其の沈澱｛5：1｛28tl）↓にて：B≧しを除き濃1言｝1して

ASP・u巳tic　acidを得・叉其の溶液よりは同じくH2　SO且にてBaを除き・、濃縮して’f，AltLICIIit．・の

結晶を掲。Leue加eを分ちたる液にはZn（OH）L｝を加へて煮沸し、共の沈澱1｛勿はSI．「p幽織ご

依砂て分解し游離丁“eueiiicを・共のa毒液よりは游雄の：X．lauユiiieを得る。

　次に水溶性銅轍に就いて概略を記せば・先づA’［ethyl　a，正eoho1にて施理し、．｛耀灘劇罐1シぜ
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藩討盤釘鉱艇にう＞f、）。　1而し「C幽．ゴ曽律・｛瀕…」；同1評孟・：と寸堰e）　（1．韓淋5観唱yLに就いてぱ左1き鹸を行はず）・YSI’T，ゆ9ご堺を

5i亘じ1・〔針重［託1；≒三描：・阿マき　1　・｝　・：．（｛．＞1正1）5ノ此95　F恐！∫AI‘x．｝h｛〕1　を加ド＼、　fヒーずるi愛二～殿より　（三｝h［ttmn｛（三a｛：聖id　・ノ｝　蚤？・　t’L

i｝｛範を；』辱（ノ、）〔1惹審交く｝こり　慧〕y1・‘．堀三li｛．tノ～と　II…stidiu（，　磁・li｝tlナニしノノ’〔鞠δ「）るL．

　　」拙．hσ：）女iiくし二し．C：’餐∫・ナニる’∫紀沫責1よ川頁ノと・5鎚L（♪’て’次1こゴ血ハごるこござづ、るo

II　　翼式　　　騒食　　　成　　　績

以上の姐くにして得たるアミノ酸の牧二撫よ次の如く一〇’ある。

（A）各1概よウの牧鷲

　Fr証・，ti・，111　よく〕の牧縫　｛1｛播撒乙11　　　2写：8総｝凄1：｝

M・・111P @｛撚㌦1驚暑
　．1∫、rtietioli　I　I　I　〃　　　　　　　　　　　’IIKrt，iei｝ie　　　　　　　　　2．71．3（｝9r

F一細v〃
@°｛機灘1｝11瞭1°1欝謹1

（B）各アミノ酸の合計ll蟷1：

脚糊一禰糊一鼎゜岬㎝囎・・　　　　界柵　・｛
’　　　　　　ア　　ミ　　ノ　　酸

Glye‘》c⊂、ll

A1頴11三1）Li

1］，eu¢ltie

sし」rin艦曇

覧蒐 凾窒｢lsIn藍｝

：Ph叱きny1・・．al｛Lllil1Ll

AtSL、tLvtic　 量罵Gid

工）v（．｝line

合　　計　　量

’ii’r　　　肯㍗　　　ilSc　　　；｝｝｛：

77162tt　g

d』3。G915

5．3570

O．4910

27，47，IS

2．352

0．93菖

2．590

160．612S

f埠i章瑠勇聴フ」くfiIJζ謹4層する

100，分・婿蝿

1s．99％

10．G9

1、31

o．12

，　　　　6．72‘t

0．5ワ5

o．2姦

o．633

39．2S3

（C）アミノ酸の決定
特鳳F…ctiQ・1、IUIUV）の分｝｝　欄・め．分：1酬探取畷1よFエ・II｛路々8岡・班IIは

6同、FIVは2同に瓦りb　意而して各探1収歪舐に鰐虫f鐸羅i、・蒲窒誹量：1嚢及び餅違…纒εして郵迅を　（イ旦し

Glu士amic　acid及びJ／　hei．iy1－alanilie　lよ鞭酸鰹εしてClを）測定し・以てアミノ評俊決室への導

き5iなせ妙。夫鯨訊こ慕猪いての威韮責を力勢ぜ1ボそ次の女llしf”o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii’raetioi｝　　1．

ミで璽酊獄∴』「一雨．ゴN。．瀦・。，・N。．・N・．6N・．・N・．・
一一　　　　　　　．　　　　　　　　．　．　　　「　　　…　　　　　　　　　　　　吊・　　　．　　　・’　・L　國・’－r　P　　　　’L　　　　’　「　　　　　「　　一．一「．一　　「圃i「

凱ll一糞璽、璽、滞＿．1；，，：1ここ藁．轍，。．＝＿＝＿．一．．罵，雌．．＿、，、．．。．、＿一、、、．＿＿＝，・＿・，，／・．．：二．－！＿、・．．．．，．、．＿、、，．．∴．．・、・、＿・、

棄露イ、鵬1欝　調鍬　欝1 235

17．6

231

17．・i

232　　　199

16．6　　　　　　　16。5
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　但し銅鞭の定量は分別結陥探取各甑を一度水に溶解し三同分別結晶を行ひ、其の各々に就き

て銅の定最をなしたるに次の如し。（F撒etioll　III．，III、工Vも岡様）

＼一噌羅墾」M・・’・，・

1礁鵬　晶iili　iil

No．3

・　鈷5．4

　器．盤

　211．7

N（⊃。4　　NQ．5

27．菖　　27．3

25．5　　L）・1、O

L）2．4　　23．0

No．6

24．7

24．7

22．1

Nぐ），7

24．0

23．4

23。7

No．S

22、4

22．4

20．5

ISractioii　II

騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悶

””一_・、　分荊革1㌧i界課

翔盗如　　1刷墜

融　　　　解　　　　！貼

鑑　紮　含　有　最

1｛灘　

No．1

2G4

14。7

コ、6，13

17。4

18．7

Nぐ［．2

257

14．5

蝦．4

21，3

LO．9

No．3

252

1｛；．：｝

ll．7，3

19　，2

21．9

Nu、4

L）・1・9

1G．0

22．3

20，7

21．2

N【，．5

232

17．／

1，S．1

1s，5

16，0

No．G

’　236

　17．0

　17，9

　16．4

　16。3

No．7

　235

1G．4

21．3

工6。G

18．s

Nl．），9，

ユ95

工6．2

17．3

19．3

1．8．7

　　　　　　　　　　　　　　　．Fri’しct，i（，ll　III

Fractiol1111に於ては：分別結晶の探ll嫡1少き矯に、N磁、（iのみ二同の分芳ll縞｛llに依りて銅

贈の定量を行へり。

“：＝：L：1でτフ璽離
＿雫．　　　＿＿　　　　　　柵1　　．㍗　、、、　　＿、　　　　　　　　　　、　　，　　　　　　　　　．　．、、　　　、　．、門　・　＿脚　　，叩，．　艀，一　、鯛丁　、印　　、　、．静

＿遡糞藝興＿＿一』二こ．

融　　　解　1　卿i

窒　棄　含　有　姫

懇嬬潤結品

No、1　　　No．2 No　，1，｝　　　N、．4　　　No．5 No．6

262　2561　％8　247　25。　2。8
13．3　　　　　　13，9　　　　　　13．5　　　　　　工u「．1　　　　　　15。0　　　　　　15．2

10．6　　　工1，5　　　14，3　　　工8．9　　　紐2．1　　　17．6

　　　　　　　　　－　　　　　　　16。S　　　　　　　　－一・　　　　　　19．6

Fractioll　IV

　恥aetion　lVはPheny1一醍aui！1eを除けるSerille及び△Sl壌rt｛c　a｛f，idにして分別結晶の探取

量も亦少なし。
　　　　　　　　＿m　＿　　，　　　　　，　，　　　　　　＿、t　＿　　　　　　　－　，　　　－－t　　　－－　－・－－　　　　　u「－　

＼、＿分兄U系吉1鵬せ’るIGj数
　　　　、一一一一一一．＿　　　　　　　No，工　　　　　　N｛｝，2
　調査項目　　　、＼一

　　　　　銅　　　　馴　　　1’9・3i　　17’1

上述の實験値よりして各］費aet三〇11に於けるアミノ酸を次の如く決定せり。

融　　　解　　　 黒占　　　　　　225　　　　　　205

鑑素含　有瀧　　　　10・71　　　1・1・L
　　　　　　　　　　　　　　　　‘　1
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’　　Alap．ipe…………」野me伽n　工　（肺．1．－Nし、3及No．8）　　　　　　　　　　　　　・・

　　　　　　　　　1“r｛tct士i。・II（醤：1：景：惣：謡熟iめ

　　（葺ly（1で｝et’）’13，…　　。墨。・画梱］Frae，　t，i（）！】　　II：　　（Nτ，．　4s，－N‘）。7　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　「1触しctiou　II（N‘、錫一・INt）．　6のtド燈）

　　Leudn｛1…・…・・…：Fra（lti（）11　H：（No．1）

　　　　　　　　　Frae亡io！】IH，（INo．　1－－Nl｝．の

　　　　　　　　　．ll、」’a〔｝ti〔m　IV　（N｛、》．1）

　　　　　　　　　：Flwうtl職1V（Nく）．2のノド蟻）

　　9erh1（∂・一・・…　・、l！？rt｝．ctSo’n　rV　（N‘）．2の∠ドニ疑）

　　　　　　　　　：Fr皇1e伽n　lVσ）1ラ｝別結r砧探取のダ遙物中

　　AsP，ttvt：ict　actitl…FIW，tiくmハア’の分別結品1：栄取の残物中

　俺次に分離したる各アミノ鉾俊に就きて測定したるFtiTJt解黙、全窒素縫、銅1；躯（或は撫酸欄鷲し

　てC1％）燃な測慮して是を理論撒に」七i鮫すれば次の通りである。

慰謡巡墜輿は典大部分は14thyh・呂ter　llydhT｛｝dllω・ldeξして分1雛したのである。共熔融1鮎を測電

　したるに143℃な1．｝　cr／1㍑ほ塗禦素の定量の結1爬は次t；1）lltlしc，　　　　　　．

　　（葺1｝「c’t（：）e｛）1正　eth｝，I　eβter　 l1｝r（ll●｛〕（・1’11（、エ・1‘1，・　　　　　　　　　　　sN　　∫…「？1

　　：H（〕1．Ni．1－L・（1ユ・L（X）｛1）C：L，：H、　　　　　　　　1〔1．04

　　寅　　　　！，lf1　　　撒　　　　　　　　　9．2．

　禽ほ分別蒸溜の揚・合に得たる（1・‘　lyc，oeoilに就きて實1瞼しナこる結襲は子欠の如し。

　　熔　融　SCkii　　　　　實鹸撒　　　　　　　　　　　　　　　　．　239°c

　　　　　　　　　　　　理　論　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　24σC

　　金窯素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　蟹愛　　艮識　　婁交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18，80％

　　　　　　　　　　　　理．論　撒（（；）・L）1’T，n（）」N：三し““C）　　　　　　　　　18．67％

　　銅　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cu

　　　　　　　　　　　　實　験　1撒　　　　　　　　　　　　　　　　　27．50％

　　　　　　　　　　　　理　論　歎（（NH：2　C：llr3　COO）2　Cl1十：H20電して）27．68％

　Alanine

　　熔融　撮1｛　　　　　魔験撒　　　　　　　　　　　　　　　　　282℃

　　　　　　　　　　　　理　論　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　297°C

　　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　實　験　敷　　　　　　　　　　　　　　　　　16．10錫

　　　　　　　　　　　　理　論　数（C点二k（：）2Nεして）　　　　　　　　　ヱ5．73錫

　　銅　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cn

　　　　　　　　　　　　實　験　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　26，10％

　　　　　　　　　　　　理　論　獄（（（）3　1－：LL　NO』）2　Cuεして）　　　　　　26．52％
　T」eueine

　　熔　融　鮎　　　　　 蜜　験　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　264。c

　　　　　　　　　　　　理　論　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　293降c

　　’鰹i駿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　實　駒　激　　　　　　　　　　　　　　　　 13．呂％

　　　　　　　　　　　　；y！e．1論　：i撒（C〔轟】臼〔vaO，，　N　．」して）　　　　　　　　　10，96錫



86　　　　　　　　　　　鍛　　綜　　墨　　礁　　言講　　　　　　　　　佛一卜轡

　銅　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cu

　　　　　　　　　　　釜：ぜ　　験　　婁変　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．90％

　　　　　　　　　　　理　　論　　：勲（（C61rl2NOの聾Cl1：三して）　　　　　　　1．9．64％

崖顛犯

　熔　融　錨li　　　　　實　駿　鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　225“ぐ｝

　　　　　　　　　　　理　論　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　　225℃

　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　實　瞼　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　14，如％

　　　　　　　　　　　理　論　数（C占1r了O，，　IN　・5して）　　　　　　　　11購歪％

　銅　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くlu

　　　　　　　　　　　實　験　1鋏　　　　　　　　　　　　　　　　　IS．i3〔％

　　　　　　　　　　　期1論　撒（（（1・；1L；（》iN）翌C叫2H’露｛，）sして）　　20．6｛％

結晶仮状にして味11‘し。

ASPartia　acid

　全窒紫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IN

　　　　　　　　　　　實　鹸　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　Io．93％

　　　　　　　　　　　理　論　撒（C、撃H了NO裏∫して）　　　　　　　　　　10，53％

　銅　　　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・cu

　　　　　　　　　　　實　駿　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　2323％

　　　　　　　　　　　理　諭　撒（Cuc　l　l聡No匙十↓i・ifl　11」　（）　trして）　　23．o｛1％

C｛lutan’iic　 aci‘1

　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　實　験　撒　　　　　　　　　　　　　　　　　10．II．o％

　　　　　　　　　　　理　論　撒（〈．lr　1’1・｝：Nく）．1ξして）　　　　　　　　1嘱0％

　鞭　酸　鞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　cl

　　　　　　　　　　　l醗　験　数　　　　　　　　　　　　　　　　　18．33％

　　　　　　　　　　　理　論　撒（Cデ正’1’iu（㍉N（｝1’εして）　　　　　　　19，舘％

Pro！im

　熔融　鮎　　　　　實　験　歎　　　　　　　　　　　　　　　　　210：’c

　　　　　　　　　　　理　論　数　　　　　　　　　　　　　　　　206－－209て〕

　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　實　鹸　撒　　　　　　　　　　・　　　　　　1L86％

　　　　　　　　　　　理　論　数（C～H・102Nざして）　　　　　　　1？．17％

　銅　　　購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cu

　　　　　　　　　　　實　」瞼難　　　　　　　　　　　　　　　　1｛し89％

　　　　　　　　　　　理　、論　獄（（堀H盟ILOI　N2　Cuεして）　　　　　　　2：L79％

1）heuylalallillc

　鞭　酸　購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c1

　　　　　　　　　　　實験緻　　　　　　　　　　　　　　　　17．Ol％

　　　　　　　　　　　理論撒（G｝HtLO』N．／1CI）　　　　17．59％
Tyr｛》sllle

結晶形、冷水に難溶、現色反慮等より大艦決定しナこのである。1叡ま全窒素量は次の通りである。
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．第二燭鱈勿ε1よ、1｝’ミノ酸・t：　‘i“一ルェスラワレより分別蒸溜せし残溌1吻を示す。

1．v　　総　　　　　 括

　　ユ拭、．ヒ塩駐5雌しゾこるriM・Jec　l徒壱・醗髭’合づ一ネし1ご次の指ミでとちるo

C正）：桑漣議粥1Fさに・含・．f∫ご：るアミノ敵麗ハ聾｛：｛よ家輩渓磁1∫溌に1’ヒし’ΨC少なく、碧　i’　／・vさ“墾，灘齢醐u）6運r才しし二謎ヱい

　　イ直・を・．で．．fす幡るび）響〔コ馳ン）るCt
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γ，塘。、　1繭棟”∵i薬灘・・91・f暦　野　照　繭レ・採・・及家隷繭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　l
　　Gly・r耐・．lll　　　　　、　　．1　　　1呂・99　　　　｛　　5・70－1《1・s　　　I　24ユ9－一：13・50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　1

畿llli：：　　　　ii　1辮　．1　1：ll］二黎　 i　1諜ご灘

A・，pru’t，　l　e．，．，t：、1　　　　…i　　・．黛4　　　［　　・、：）・一・’i．。CS　　i　⑪．。・・一・．・9

Gl・・al…（，・・ @；i・。馴⑪「9…一・・。・…。・・2・一…5
Se1・inLt・　1「　　　　　　　　　　　li　　　・．　　0．1’2　　　　　　　1　　　　0．20－1．OO　　　　　　　　　O．3：，一一3．01

P・・1@・　　Ii・・鵬i・・－1…，・　・ユ・G
fl”vrt）siill（・t　　　　　　　　　　　！…　　　　　6．72・1　　　　　　　　　　1．・SO－9．70　　　　1　　　：3．89－一｛｝．00

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：Phtmvl、tl：Viinc，　　　　　　Ii　　　　oあ75　　　　1　　　0，37＿1．ls　　　i　　‘）．25＿1．20

　　　　v　　　　　　　　　　　　　　［1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，…　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

登11らGlyeoe⊂〕】LAIallhle｛jl’家孟識il琴獣こ．1：ヒし…簿しく少なく、，是に次いvCi’T．（｝11｛tSlle．　SC1・it1｛：，．　Tyr｛、sine

は穂々少ないc然るに是に反し1．）h｛／myli’！ltuiirie・A3pal・t量e　aeid・ぐ｝hltam’ie　afrld｛よ’大岡小異にし

て㍉fl寺に．：Pr｛．，1．ine｛よ：皐4＞ナこξ）ミも・条｝く含イ三了され，｝．Cゐるo
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（2）　一一度．フ1ミ　ノ員唆を分爵雄しナこる外認査弓勿をll’lart／ier工驚法に依り閣Cそζり」曾擁父を言三鷺～：Sナこるに、ZC’ucints

　及びGlut’alnic　acidは夫々0。93％及び0．08％の」．曾収を得“A：　par士ic　aeid．　Alarユ三ne及び

　Histidineは躍に痕跡i，kl度に留まつてゐる。是等に反しTyrosiuo及びPheny王1し1anille等1よ

　認め得なし・o　（於上口雌挿締llli際校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢瀦ll昭和．2燗月7日）

⑪nthe　chemieal　co！lstituCioxx　of七he　cocoou’bsitlk　of葱riogyma

pyretorum　an〔1『降heophilε↓mandarina・　　　　　　MX・　Amimo　Eしci｛1

cor孤position　of　She　eocoon－silk　of馴heo距ぬila　lxlan（Xa）rina・

IBy：Ryてigご．｝工N（）UYIC，　Al〈i．y（．）shi：M：～、T8UURA　tLll‘l　Tξ1d亀ヒyo51h｛1’AN〔，UY』1・L

（：R、e‘・eiv‘．｝d　Sc｝1．1．7．11．937．）

：R6黒mn6甲

　　、Ve　I）nl，1islled　｛：hc｝　il1｛⊃rgauie　〔，01Ul｝〔》蛎ti‘：）11　こ111d　distributi‘「〕n　‘｝f｛・11e　Vlし1・1｛’）us　蘇．、1・1）．1！　‘｝f　llit1・‘「｝9e11

ill　tha　 e（）（㍗（）Ol．L同s董11｛　 ‘｝f　 lヨ1■i（、9｝7！：1tL　…〉｝r1●（｝t‘）1．111．11　tl11｛．1　 fVl1｛：・（｝1）1）il星し　 1．i1111｝‘1皇ll，1lltし　 ［1s　tll‘誓　f重1，9，　t：　1’c．阿［x）1，i：　ill　t11弧．毎

S島me　jOuユ電1’1a／　（v（》1・9，　Nユ）・3・）・On　thiLs　ti1裏1e　th（≒UU）ill‘：，託1（i’i（1　e（、mP（・）gitio1｝1）tS　th｛・t　c：o〔loc）t｝・silk

c）f’XlieoPhila　mごしudlmil11しw【綿〔，111efly．lUvegt量9｛）tecl　mld・the　fモ）Ilowi119ユ・（）t　ztltq，　、、・‘・re（）btα…；1◎（．1，

Tlle　e・c伽・忘11k・f　Th岬hilぎu．n：しndawina　taken　wξ竜s　450ド（40＆659a．s・．h・y　n）atte・・）註n（1

1）oile（1　、vitll　：1、5〔｝0‘ヤ‘｝　｛、f　25　％　　：1・ll，）S（）．I　ull（1ei“　1，t．・r｛．｝v‘．｝1’iTe．lcl　eo｛）1（、・r　：fi）1・　21．　Il‘）11vs，　T1・亘（聖　amユi童｝6　　aeids

w・r・i！・1漁陥’。m　th曲yd・。I」・’te　by　th。・．臆t・胴ueth・・「hu1・．1　alse　13ft’vti。r’s　pre・ri1）ita士1・！｝

11ユethQ（1　aS　eOl｝工》er　　l［しltl，　、yhicli　、v11！　（b3工）｛｝e三【し11こy　tt1）Plie（1　：fi）z・　9ピ、P既1・utiO，　11　（．）f　th‘、　anユil19　　11L（｝icls　f㌔じぐ）r【．1

th（毫residue　tl・fter　extyacbαd　with　eth｛η，　and　ali’‘｝重hat‘｝f’thぐ要徹ourtrh　distillat｛nll・fra（｝ti‘｝n．

　　Tha　　1・esllltε～　（）1）tained　　、veユ・e　　a｝l　fヒ）11ぐ）、vs：

F・…m頗9…　tllc　：u）li・Ω1網面。1．n　th・wild　silk　lil“？　tl．1・：虫隙a・1d　YamamaいR・ユthξ・

tγu｛3　i　illζ　are　、vr三tte1ユ．

　　AminQ　aeids，．　　　　TheophilIL　malldarilla　　　　　噛、V玉1．d　f　ilk　　　　　　　　　　　　　　True　l　ill｛

　　　GlycQeo11　．　　　　　　　　　18・99　　　　　　　　　　　5・70－16．8　　　　　　　　　　　24ユ9　－33．50

　　　A1曲¢　　　1°・69　　3・7°－21・°　　・3・9・　d　－22・58
　　　Leuc三lle　　　　　　　　　　　　　　1・菖盛　　　　　　　　　　　　0，43－　7．9ぢ　　　　　　　　　　　　0．60　＿　2．88

　　　Aspartic　aeid　　　　　　O．2よ　　　　　　　　O，20－4．08　　　　　　　　0．03－一一1ρ〔｝

　　　Glutarrユic　aeid　　　　　　Oユ0　　　　　　　　0．《30－2．08　　　　　　　　0．023－1．75

　　　Ser三ne　　　　　　　　　　　　　　　O．12　　　　　　　　　　　　0，20－　1，00　　　　　　　　　　　　0。33　－　3，0玉．

　　　：Proline　　　 ．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔｝．（雪33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝・23－　　 4◎O（｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝rOO9＿　　
1．1（）〔3

　　　Tyrosine　　　　　　　　　　　　　　6．72姦　　　　　　　　　　　1．40一噛　9！70　　　　　　　　　　　　　3．89　＿　9．00

　　　Ph⑱nylalaniηe　　　　　　　　　O．57ξ～　　　　　　　　　　　《｝，37一　コ．コ．8　　　　　　　　　　　　‘｝2筋　一　1．．20

Tl・e　an）in・aeids・・11ユ1，・si士i・n・£The（・ph｛1a．ユUftudai＋i・．1曲［ittst　i・mi・．ldl・be重we・1・the士ユ・u，

and　wild　silk．

Gly・・e・11・nd　ala血1・are　1・s・ill　quantity　when・・mP・・e・l　w量th　th・true　silk，　Leucine，

Serine，翫nd　tyroi　ir二e　al℃alSO　legS三n　qUantity；1＞he！）ylalaiiii｝e，　aE　Pa　1，tiCl　aeid　mユ（ユ窪IUt筆mユ玉e　aeid

are　practieallアsame　iu　quaエユti士y．


